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平成26年度、毛呂山町は合併60周年をむかえます
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健康で長生きするために



平成 26 年度

当初予算の概要
一般会計歳入 　

平
成
26
年
度
の
予
算
は
前
年
度
よ
り
２
�９
パ
ー
セ
ン
ト
、
２
億
５
６
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
町
の
収
入
は
、
町
税
な
ど
町
が
自
ら
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
自

主
財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
の
支
出
金
な
ど
、
他
の
財
源
に
頼
る
依
存
財
源
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
依
存
財
源
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
は
１
０
０
０
万
円
増
加
、

町
債
は
７
３
０
０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
歳
出
で
は
、
民
生
費
が
扶
助
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
約
２
億
７
４
０
０
万
円
、
土
木
費
で
は
武
州
長
瀬
駅
北
口
周
辺
地
区

整
備
事
業
の
最
終
年
度
な
ど
の
た
め
約
１
億
４
５
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
教
育
費
で
は
、
川
角
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
、
中
学
校
空
調
設
備
設
置
事
業
、
小
学

校
ト
イ
レ
改
修
事
業
な
ど
を
平
成
25
年
度
繰
越
事
業
と
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
約
２
億
６
５
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

項目 予算額 前年度比較増減額

自

主

財

源

町税 3,640,963 △ 11,511

町民税 1,792,179 △ 57,302

固定資産税 1,437,426 3,693

軽自動車税 63,055 5,315

町たばこ税 230,216 35,262

入湯税 355 0

都市計画税 117,732 1,521

分担金及び負担金 107,792 △ 10,918

使用料及び手数料 69,737 △ 1,367

繰入金 365,939 21,686

繰越金 150,000 0

その他 109,801 △ 2,599

財産収入 9,610 △ 10,042

寄附金 2 0

諸収入 100,189 7,443

小計 4,444,232 △ 4,709

（単位：千円）

項目 予算額 前年度比較増減額

依

存

財

源

地方交付税 1,850,000 10,000

町債 695,900 △ 73,000

国庫支出金 993,097 227,340

県支出金 618,771 31,869

その他 584,000 64,500

地方消費税交付金 360,000 70,000

地方譲与税 86,000 △ 9,000

地方特例交付金 17,000 △ 1,000

自動車取得税交付金 17,000 △ 10,000

ゴルフ場利用税
交付金

70,000 0

利子割交付金 7,000 △ 1,000

株式等譲渡所得
割交付金

4,000 3,000

配当割交付金 18,000 12,500

交通安全対策特
別交付金

5,000 0

小計 4,741,768 260,709

（単位：千円）

用 語 解 説
▼
一
般
会
計

　

町
の
会
計
の
中
心
と
な
る
会
計
で
、
行
政
運

営
の
基
本
的
な
経
費
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、

特
定
の
事
業
を
行
う
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

▼
地
方
交
付
税　
　

　

所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
、
た
ば

こ
税
の
一
定
割
合
の
額
を
、
国
が
各
地
方
公
共

団
体
に
人
口
、
面
積
、
財
政
力
な
ど
に
応
じ
て

交
付
し
ま
す
。
使
い
道
は
、
各
団
体
が
自
由
に

決
め
ら
れ
ま
す
。

▼
町
債

　

町
が
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
て
い
る
お
金
で

す
。
原
則
と
し
て
、
道
路
や
学
校
な
ど
の
公
共

施
設
の
整
備
資
金
に
充
て
る
も
の
で
す
。

▼
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

　

町
で
行
う
事
業
に
対
し
て
国
や
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金
で
す
。
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。

▼
民
生
費

　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者
の
福
祉
や
医
療

助
成
な
ど
の
経
費
で
す
。

▼
総
務
費

　

税
務
事
務
や
住
民
窓
口
、
選
挙
な
ど
に
係
る

経
費
で
す
。

▼
土
木
費

　

道
路
、
公
園
な
ど
の
建
設
、
整
備
、
維
持
管

理
の
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
教
育
費

　

学
校
の
維
持
管
理
、
給
食
な
ど
教
育
全
般
に

係
る
経
費
で
す
。

▼
衛
生
費

　

健
康
増
進
、
疾し

っ
ぺ
い病

予
防
、
公
衆
衛
生
、
ご
み

の
収
集
な
ど
に
係
る
経
費
で
す
。

▼
公
債
費

　

町
債
の
返
済
金
で
す
。

分担金及び負担金 1.2％

使用料及び手数料 0.8％
繰入金 4.0％

繰越金 1.6％その他 1.2％

その他　6.4％

10.8％ 町税 39.6％
国庫支出金

地方交付税
20.1％

7.6％
町債

・ 町民税
・ 固定資産税
・ 軽自動車税
・ 町たばこ税
・ 入湯税
・ 都市計画税

県支出金
6.7％

歳入合計
    91 億
8,600万円

自

主

財

源

依

存

財

源
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　　　　　一般会計歳出

（単位：千円）

項目 予算額 前年度比較増減額

民生費 3,367,084 274,022

総務費 1,201,598 1,559

教育費 916,203 △ 265,646

土木費 1,033,266 145,230

衛生費 744,136 △ 29,761

公債費 814,990 75,314

消防費 625,355 1,073

農林水産業費 96,211 △ 22,698

その他 387,157 76,907

議会費 115,955 △ 1,209

諸支出金 179,041 70,747

商工費 52,123 7,369

労働費 30,032 0

予備費 10,000 0

災害復旧費 6 0

歳出合計 9,186,000 256,000

平成 26 年４月１日現在の人口３万 5, ４４６人で算出

町民１人あたりに使われるお金は　

合計２５万９，１５５円

衛生費
20,994 円

民生費
94,992 円

総務費
33,899 円

教育費
25,848 円

土木費
29,150 円

公債費
22,992 円

その他
10,923 円

農林水産業費
2,714 円

消防費
17,643 円

　　　　　特別会計

　町には、一般会計のほかに、４つの特別会計と企

業会計である水道事業会計があります。　

　特別会計や企業会計は、特定の事業を行うための

予算です。保険料や使用料などの特定の収入でまか

なわれ、一般会計とは独立した経理会計が行われて

います。

国民健康保険特別会計
45 億 1771 万 7 千円 （前年度比 1.1％増額）

　医療保険制度の基礎的役割を果たしています。いざと

いうときに安心して医療を受けられるようにするために
使われます。

後期高齢者医療特別会計
3 億 2470 万 6 千円 （前年度比 7.4％増額）

　75 歳以上の高齢者が安心して医療を受けられるように

制度の維持、運営に使われます。

介護保険特別会計
21 億 7481 万 7 千円 （前年度比 13.4％増額）

　介護を必要とする人や介護予防が必要な人が、安心し

て生活を送れるように、総合的な介護サービスを行うた
めに使われます。

農業集落排水事業特別会計
2857 万 6 千円 （前年度比 2.5％増額）

　農村地域の生活向上を図るために、汚水の処理を行い
ます。現在は、主要な処理施設の建設が終了し、施設の
維持管理費用が中心となっています。

水道会計
【水道事業収益】 水道料金など
　予 算 額／ 8 億 2521 万 1 千円
　前年度比／ 8.9％の増加
【水道事業費用】 水道施設維持管理、 県水受水費など
　予 算 額／ 7 億 5154 万 6 千円
　前年度比／ 3.1％の増加
【資本的収入】 企業債など
　予 算 額／ 1 億 1093 万 5 千円
　前年度比／ 11,864.7％の増加
【資本的支出】 配水施設整備など
　予 算 額／ 4 億 8792 万 7 千円
　前年度比／ 9.7％の増加

　日常生活に欠かせない生活用水を安全供給するための

予算です。とくに老朽管の布設替え、および老朽施設の

改修を積極的に行います。

　当初予算

平成 26 年度

歳出合計
    91 億
8,600万円

その他 4.2％

民生費 36.7％

総務費 13.1％

教育費 10.0％

土木費 11.2％

衛生費
8.1％

公債費
8.9％

消防費
6.8％

農林水産業費 1.0％
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【主な事業】

学力向上支援員賃金 ２，６０９万５千円

児童生徒支援員賃金 １，４３４万７千円

就学援助費 ２，３０４万６千円

小中学校パソコン機器借上料 ２，３４３万７千円

泉野小学校消防・放送設備改修事業 ２，５６７万２千円

毛呂山中学校大規模改造工事設計業務委託料

 １，６０１万円

図書館管理運営委託料 ５，１９５万２千円

私立幼稚園就園奨励費補助金 ４，５８６万５千円

【平成２５年度繰越事業】

中学校空調設備設置事業（中学校 2 校）

 １億２９９万円

川角中学校大規模改造事業 4 億１４２万 6 千円

小学校トイレ改修事業 ４，０００万円

教育施策の充実

【主な事業】

児童手当 ５億 664 万円

介護給付費・訓練等給付費 ４億３，６０９万８千円

民間保育所運営費委託料 ３億２，８２８万４千円

こども医療費（中学校修了まで） ８，６３４万４千円

ひとり親家庭等医療費 ７６３万１千円

各種健診・予防接種委託料 １億２，４２２万１千円

重度心身障害者医療費 ７，０８０万円

自立支援医療給付費 ２，４９８万７千円

療養介護医療給付費 ２，５１０万円

老人福祉センター管理運営委託料 ２，５００万円

少子高齢化対策を中心とした
福祉 ・ 保健施策

【主な事業】

町道整備事業 ２億１，８６９万７千円

武州長瀬駅北口周辺地区整備事業 

 １億２，３１１万６千円

橋
きょうりょう

梁長寿命化修繕計画策定委託料 １，５０１万２千円

浄化槽施設設置補助金 １，３００万４千円

道路台帳更新作業委託料  ５００万円

生活環境基盤等のインフラ整備

平成 26 年度に実施する
　　　　　　　　　主な事業を紹介します！

防災施策の充実
【主な事業】

西入間広域消防組合負担金（常備、非常備）　　　　

　　 ５億９，９２４万円

防災行政無線デジタル化実施設計業務委託料

 １，２００万円

自主防災組織運営費補助金  ９９万円

【主な事業】

パソコン機器等借上料 ７，０３１万８千円

パソコンシステム機器保守委託料 ２，９８０万５千円

複合機使用料  ８９０万円

情報化施策の充実

【主な事業】

町内循環バス運行業務委託料・町内循環バス運行経費補償金

 １，７１４万２千円

臨時福祉給付金事業 １億４，６６５万１千円

子育て世帯臨時特例給付金事業 ４，４８３万２千円

合併６０周年記念事業補助金  ５００万円

その他
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鳥獣被害対策実施隊委嘱状交付式

桜 も笑顔も満開のおまつり

　4 月 1 日、毛呂山町鳥獣被害対策実施隊が委嘱さ
れました。今後は、越生猟友会と協力し、農作物へ
の鳥獣被害軽減のため活動を行います。

ゆずの里商店街桜まつり

柔 らかな葉を袋いっぱいに

　4 月 5 日、西大久保耕地（旧毛呂山高校前）での
らぼう菜の摘み取りが開催されました。会場には大
勢の人が集まり、摘み取りを楽しみました。

ランドセルカバー贈呈式

か わいいカバーで交通安全
　3 月 17 日、西入
間警察署において、
西入間交通安全協会
から新小学 1 年生へ
の交通安全ランドセ
ルカバーの贈呈式が
行われました。
　ランドセルカバー
に は 各 市 町 の ゆ る
キャラがデザインさ
れていて、黄色く目
立って児童たちの登
下校の安全を守りま
す。

毛呂山小学校 6 年生『桜の植樹』

緑 の募金で花を咲かそう！

　3 月 12 日、総合公園グラウンド東に毛呂山小学
校の 6 年生が桜を植えました。卒業記念の桜は、町
を見下ろし児童たちの成長を見守っていきます。

幼 子の成長を祈願して

　3 月 9 日、春の流鏑馬が出雲伊波比神社に奉納さ

れました。今年は毛呂本郷地区の下田晃
こ う せ い

生くん（5歳）

が乗り子を務め、見事に大役を果たしました。

のらぼう菜の摘み取り

農 作物を守る実施隊が始動！

　4 月 5 日、ゆずの里商店街桜まつりが行われまし

た。出店、ダンス、吹奏楽の演奏などで盛り上がり、

ＪＲ毛呂駅前はたいへんな賑
に ぎ

わいでした。

出
い ず も

雲伊
い わ い

波比神社春の流
や ぶ さ め

鏑馬
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健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

～
高
齢
者
の
健
康
維
持
の
た
め
に
は
適
度
な
運
動
が
必
要
で
す
～

問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係　

ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２
内
線
１
５
６
・
１
５
７

　

毛
呂
山
町
の
人
口
は
、
平
成
26
年
３

月
１
日
現
在
で
３
万
５
４
９
３
人
で

す
。
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
い
わ
ゆ
る

高
齢
者
の
人
口
は
、
９
７
１
９
人
で

27
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

お
よ
そ
４
人
に
１
人
以
上
が
高
齢
者
な

の
で
す
。

　

町
の
高
齢
者
世
帯
の
状
況
は
、
総
世

帯
数
１
万
５
６
７
４
世
帯
に
対
し
、
高

齢
者
の
い
る
世
帯
が
６
８
７
１
世
帯

（
43
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
）、
単
身
高
齢
者

の
世
帯
が
２
０
９
９
世
帯
（
13
・
４

パ
ー
セ
ン
ト
）、
高
齢
者
の
み
の
世
帯

が
１
７
１
０
世
帯
（
10
・
9
パ
ー
セ
ン

ト
）
で
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
の
認
定

者
数
は
１
１
２
８
人
、
認
定
率
11
・
６

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
高
齢
化
の
現
状
は
、
毛
呂
山
町

に
限
ら
ず
、
全
国
的
に
も
現
れ
て
お
り
、

各
自
治
体
と
も
に
対
策
が
急
が
れ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
な
か
、
対
象
と
な
る

人
の
一
番
の
関
心
事
は
、
何
と
い
っ
て

も
『
健
康
』
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
高

健康づくり教室の様子

齢
者
支
援
課
が
行
っ
た
調
査
に
お
い
て

も
、
「
健
康
に
関
す
る
テ
レ
ビ
番
組
に

関
心
が
あ
る
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て

約
８
割
の
人
が
「
は
い
」
と
答
え
て
い

ま
す
。

　

年
を
と
る
と
、
「
外
へ
出
る
の
が
、

お
っ
く
う
」
で
あ
る
と
か
「
何
を
し
て

い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
人
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

で
は
健
康
維
持
は
難
し
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
高
齢
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
適

度
な
運
動
が
必
要
で
す
。
高
齢
者
支
援

課
で
は
定
期
的
に
「
健
康
づ
く
り
教
室
」

（
詳
細
は
こ
の
広
報
紙
の
16
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）
を
開
催
し
、
高
齢
者

の
健
康
維
持
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
山
根

荘
に
は
、
様
ざ
ま
な
趣
味
の
会
が
あ
り
、

皆
で
頭
や
身
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

な
お
山
根
荘
は
、
無
料
送
迎
バ
ス
が
出

て
い
ま
す
。

　

健
康
で
長
く
、
楽
し
く
生
き
る
た
め
、

ぜ
ひ
健
康
づ
く
り
教
室
や
山
根
荘
を
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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毛呂山町連合寿会
　理事長
　　奥

お く ず み

隅英夫さん

長寿社会の輪を広げよう

　長寿社会に入り、年々高齢者も増加し

ています。高齢者を取り巻く社会環境も

変わるなか、様ざまな問題も発生してい

ます。例えば「オレオレ詐欺」や「交通

災害」などがあげられます。連合寿会では、

定期的に警察官などの講師を招き、こう

いった問題に対処すべく、熱心に勉強を

行っています。

　また、会員同士の親睦を図り、友人の

輪を広げ、コミュニケーションを図るた

めの楽しい場所づくりにも励んでいます。

民謡やカラオケ、書道、手芸、囲碁、将棋、

ゲートボール、ペタンクなど様ざまな行

事に参加して、楽しく頭や身体をつかう

ことで、健康維持を図っています。

　60 歳以上ならどなたでも加入できます

ので、興味のある人は、事務局（ｔ 294

―5545）までご連絡ください。お待ち

しています。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
山
根
荘
は
、
平

成
19
年
度
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
毛
呂
山
町

連
合
寿
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
、
管

理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
連
合
寿

会
で
は
、
事
務
局
を
設
置
し
、
山
根
荘
趣

味
の
会
の
適
切
な
運
営
を
図
る
ほ
か
、

各
行
政
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
寿
会
の

行
事
の
総
括
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

寿
会
は
、
各
行
政
区
単
位
で
活
動
を

ゲートボール大会

夏祭り

歩け歩けクリーン大会

シルバーカレッジ

し
て
い
て
、
主
な
活
動
に
「
ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
各
行
政
区
と
も
地
域
の

特
性
を
生
か
し
、
工
夫
を
凝こ

ら
し
た
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

連
合
寿
会
で
は
、
行
政
区
単
位
の
寿

会
で
は
行
え
な
い
よ
う
な
、
大
勢
の
人

が
一
緒
に
参
加
で
き
る
行
事
を
行
い
ま

す
。
他
町
と
の
交
流
事
業
や
親し

ん
ぼ
く睦

旅
行
、

映
画
会
、
夏
祭
り
な
ど
で
す
。

　

近
年
、
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
寿
会
へ
の
加
入
者
が

減
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
寿
会
は
、

適
度
な
運
動
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

仲
間
づ
く
り
も
で
き
ま
す
。
健
康
を
維

持
し
、
楽
し
く
生
活
し
て
い
く
た
め
に

も
、
上
手
に
寿
会
や
山
根
荘
を
利
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

老人福祉センター山根荘
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ス
レ
デ
ィ
ー
ス
に
入
団
し

て
か
ら
、
次
第
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
魅ひ

か
れ
て
い
く
。

川
角
中
で
は
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
が
な
か
っ
た
た

め
、
川
越
市
に
あ
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
ま
で

通
っ
て
練
習
を
し
た
。
そ
の
後
高
校
・
大

学
で
学
校
の
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
平
成
23

年
に
現
在
の
チ
ー
ム
に
入
部
し
た
。

■
チ
ー
ム
に
貢
献
。
そ
し
て
優
勝

　

『
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
高
崎

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
』
は
、
多
く
の
日

本
代
表
選
手
を
輩
出
す
る
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
界
の
名
門
チ
ー
ム
だ
。

　

「
私
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
は
、
お
互
い

が
悪
い
と
こ
ろ
を
指
摘
し
あ
っ
た
り
、
高

い
レ
ベ
ル
で
競
争
し
あ
っ
た
り
と
常
に
全

体
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
、
一
人

ひ
と
り
が
考
え
て
い
る
チ
ー
ム
だ
と
思
い

ま
す
。
入
部
当
初
か
ら
、
チ
ー
ム
に
貢
献

し
、
そ
し
て
優
勝
す
る
こ
と
を
目
標
に
練

習
に
励
ん
で
き
た
の
で
、
昨
年
の
リ
ー
グ

優
勝
は
、
本
当
に
感
動
で
し
た
」
と
嬉
し

そ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

　

現
在
チ
ー
ム
の
主
軸
と
し
て
活
躍
す
る

森
さ
ん
。
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
一
人
で

■
女
子
日
本
代
表
第
２
次
候
補
選
手

　

３
月
下
旬
、
平
成
26
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
女
子
日
本
代
表
選
手
の
第
２
次
候
補
選

手
の
発
表
が
あ
っ
た
。
「
本
当
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
第
１
次
候
補
選
手
に
選
ば

れ
た
時
も
同
様
に
思
っ
た
の
で
す
が
、
何

と
か
最
後
ま
で
残
っ
て
、
日
本
代
表
に
選

ば
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
ね
」
と

答
え
て
く
れ
た
の
は
、
現
在
、
群
馬
県
の

ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
高
崎
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
す
る
毛
呂
山
町

出
身
の
森
さ
や
か
さ
ん
で
あ
る
。

■
何
と
な
く
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
!?

　

「
小
さ
な
こ
ろ
は
、
あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら

な
い
子
で
し
た
ね
。
で
も
、
外
で
遊
ぶ
こ

と
は
好
き
で
し
た
。
ゲ
ー
ム
と
か
、
本
当

に
興
味
が
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
少
し

照
れ
な
が
ら
話
す
森
さ
ん
。
実
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
と
の
出
会
い
は
、
そ
れ
ほ
ど
鮮せ

ん
れ
つ烈

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
は
、
友
だ
ち
の
お
姉
さ
ん
に

誘
わ
れ
て
、
小
学
４
年
生
の
こ
ろ
始
め

ま
し
た
。
見
て
い
る
う
ち
に
何
と
な
く

興
味
が
湧
い
て
き
て
、
そ
の
う
ち
や
っ

て
み
よ
う
か
な
っ
て
…
」
。
そ
ん
な
森
さ

ん
も
光
山
小
在
学
中
に
毛
呂
山
ウ
イ
ン
グ

森　

さ
や
か　

さ
ん
（
毛
呂
山
町
出
身
）

仲
間
の
存
在
が
自
分
を
強
く
し
て
く
れ
る

は
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
チ
ー
ム
メ

イ
ト
や
周
り
の
支
え
な
く
し
て
は
で
き
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
仲
間
の
存
在
が
と
て

も
大
き
い
の
で
す
。
仲
間
を
信
じ
る
こ
と

が
、
辛
い
こ
と
な
ど
を
乗
り
こ
え
ら
れ
る

力
と
な
り
、
自
分
を
強
く
し
て
く
れ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く
語
る
。

■
夢
は
あ
き
ら
め
な
い

　

森
さ
ん
の
子
ど
も
の
こ
ろ
の
夢
は
『
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
に
な
る
こ
と
』
だ
っ

た
と
い
う
。
し
か
し
、
現
在
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
で
は
な
い
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
い
と
い
う
夢
は
、

あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
よ
。
そ
の
た
め
に

も
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
魅
力
を
届
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ラ
イ
ブ
で
見
に
来
て
い
た
だ
け
れ

ば
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
目
を
輝
か
す
。

　

純
粋
に
、
そ
し
て
真
っ
す
ぐ
な
瞳
で
夢

を
語
る
森
さ
ん
。
夢
の
実
現
に
向
け
、
こ

れ
か
ら
も
バ
ッ
ト
を
振
り
続
け
る
。

Sayaka

Mori

Softball  Player

ルネサスエレクトロニクス高崎
　　　　　　　女子ソフトボール部所属

背番号 11　外野手　右投右打　25 歳
（川角中ー星野高ー東京女子体育大卒）

2013　チーム成績 / 日本女子ソフトボー
　　　　　　　　　ルリーグ１部優勝
　　　 個人表彰 / 首位打者賞：打率 .500
　　　　　　　　ベストナイン賞

試合で活躍する森さん
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じｗ

　

滝
ノ
入
桂
木
地
区
の
地
名
は
、
江
戸
時

代
に
編へ

ん
さ
ん纂

さ
れ
た
『
新し

ん
ぺ
ん編

武む

さ

し蔵
風ふ

ど

き

土
記

稿こ
う

』
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
の
高こ

う
そ
う僧

・

行ぎ
ょ
う
き基

が
滝
ノ
入
の
地
に
行あ

ん
ぎ
ゃ脚

に
訪
れ
た

際
、
そ
の
風
景
が
大や

ま
と
の
く
に

和
国
（
現
在
の
奈
良

県
）
葛か

つ
ら
ぎ城

山
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
桂

木
（
か
つ
ら
ぎ
）
」
と
名
づ
け
た
こ
と
に

由
来
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桂
木
観
音
堂
に
残
る
『
桂か

つ
ら
ぎ
で
ら

木
寺

略り
ゃ
く

縁え

ん

ぎ起
』
に
は
、
行
基
が
桂
木
で
造
っ

た
仏
像
の
ご
利り

や

く益
が
評
判
と
な
り
、
そ
の

恩
に
よ
り
７
つ
の
お
堂
が
建
て
ら
れ
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
行
基
伝
説
伝
承
地
と
同
様
に
、

桂
木
地
区
に
は
桂
木
観
音
や
桂け

い
ぼ
く
じ

木
寺
の
仏

像
な
ど
、
古
代
ま
で
遡

さ
か
の
ぼる

仏
教
関
連
の
秀

作
が
あ
り
ま
す
。

　

古
く
か
ら
信
仰
の
場
で
あ
っ
た
桂
木
山

は
、
優
れ
た
景

け
い
し
ょ
う

勝
の
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
で
は
、
「
こ
こ

よ
り
房ぼ

う
そ
う総

、
常ひ

た

ち陸
、
上じ

ょ
う
げ
や
し
ゅ
う

下
野
州
、
あ
る
い

は
秩
父
の
山
々
な
ど
ま
の
あ
た
り
に
み

わ
た
さ
れ
た
り
、
ま
た
近
く
は
川
越
城
、

伊い

さ

ぬ

ま

佐
沼
な
ど
眼
下
に
見
え
り
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
記
述
か
ら
、

当
時
は
眺

ち
ょ
う
ぼ
う

望
を
遮

さ
え
ぎ

る
も
の
が
な
く
、
現
在
の

千
葉
県
の
房
総
半
島
や
茨
城
県
、
栃
木
県
、

群
馬
県
な
ど
関
東
一
円
を
見
渡
す
こ
と
が
可

能
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
東
京
の
新
宿
副
都
心
や
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
な
ど
、
有
名
な
高
層
建
築
を
は
っ
き

り
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
日
の
出
の

際
に
は
、
カ
メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
毎
年
多
く

の
人
た
ち
が
桂
木
山
を
訪
れ
ま
す
。

　

現
在
の
桂
木
山
は
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記

稿
』
の
こ
ろ
と
見
わ
た
せ
る
景
色
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
昔
と
変
わ
ら
ぬ
地
域

の
信
仰
の
場
で
あ
り
、
ま
た
毛
呂
山
町
有
数

の
景
勝
の
地
で
す
。
ぜ
ひ
新
緑
の
桂
木
を
歩

い
て
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

毛呂山歴史散歩

文化財シリーズ 240

桂木山

～ 古代から続く 

　信仰と景勝の地～

桂木展望台からの眺望

　

む
さ
し
野
自
治
会
自
主
防
災
組
織

は
、
昭
和
60
年
に
発
足
し
、
現
在
主

に
13
人
の
役
員
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

む
さ
し
野
自
治
会
自
主
防
災
組
織

の
特
徴
は
、
毎
月
第
３
土
曜
日
に
地

区
内
の
防
災
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
時
に
地
区
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
『
ホ
ー
ス
格
納
箱
』
の
確
認

と
『
ホ
ー
ス
』
の
点
検
を
欠
か
さ
ず

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
会
長
の
秋
庭
利
弘
さ
ん
は
「
以
前

地
区
内
の
ホ
ー
ス
の
格
納
箱
を
い
た

ず
ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、

そ
れ
以
来
パ
ト
ロ
ー
ル
の
時
に
は
、

必
ず
す
べ
て
の
格
納
箱
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
時
の
ホ
ー
ス

点
検
で
は
、
皆
で
ホ
ー
ス
を
延
ば
し

て
み
る
そ
う
で
す
。
「
月
に
１
回
で

す
が
、
普
段
か
ら
ホ
ー
ス
の
出
し
入

れ
を
行
い
、
ホ
ー
ス
に
慣
れ
て
お
く

と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
す
ぐ
に
使
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で

す
」
と
秋
庭
会
長
は
話
し
ま
す
。
以

前
、
地
区
内
で
住
宅
火
災
が
発
生
し

た
時
に
、
地
区
内
住
民
の
見
事
な
連

 

日
ご
ろ
か
ら
の
近
所
付
き
合
い
を
促
進

む
さ
し
野
自
治
会
自
主
防
災
組
織

多くの人が参加して行われた消火訓練の様子

携
で
消
防
車
が
到
着
す
る
前
に
、
ほ

ぼ
鎮
火
さ
せ
た
そ
う
で
す
。

　

「
私
は
普
段
か
ら
地
区
内
の
人
に

は
、
せ
め
て
『
向
こ
う
三
軒
両
隣
』

く
ら
い
の
付
き
合
い
は
し
て
く
だ
さ

い
と
話
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
所

の
人
と
話
を
す
る
と
き
は
、
犯
罪
な

ど
を
抑
止
す
る
目
的
で
、
で
き
る
限

り
家
の
外
で
話
す
よ
う
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
」
と
秋
庭
会
長
は
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

む
さ
し
野
自
治
会
で
は
、
日
ご
ろ

か
ら
の
近
所
付
き
合
い
と
繰
り
返
し

行
わ
れ
る
啓
発
が
地
区
の
防
災
を
支

え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

日ごろの近所付き合いが身を守る!!

育てよう地域の力 「自主防災組織」
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問　

役
場
税
務
課
町
民
税
課
税
係

ｔ
内
線
１
９
５
・
１
９
６

　

柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
た

場
合
、
国
民
健
康
保
険
を
使
え
る

の
は
、
医
師
や
柔
道
整
復
師
に
、

骨
折
、
脱

だ
っ
き
ゅ
う臼

、
打だ

ぼ

く撲
お
よ
び
捻ね

ん

ざ挫

な
ど
と
診
断
ま
た
は
判
断
さ
れ
、

施
術
を
受
け
た
と
き
や
、
骨
・
筋

肉
・
関
節
の
ケ
ガ
や
痛
み
で
、
そ

の
負
傷
原
因
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い

る
と
き
と
な
り
ま
す
。
単
な
る
肩

こ
り
や
筋
肉
疲
労
、
労
災
適
用
と

な
る
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

　

医
療
費
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
付

い
た
だ
い
た
保
険
税
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
の
適
正
化

の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
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毎
年
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

で
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
内
外

の
災
害
救
護
活
動
、
救
急
法
や
家

庭
看
護
法
の
普
及
、
献
血
事
業
、

医
療
事
業
な
ど
を
、
皆
さ
ん
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
く
活
動
資
金
（
社

資
）
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
も
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問　

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部

　

毛
呂
山
町
分
区
事
務
局
（
役
場

　

福
祉
課
地
域
福
祉
係
内
）
☎
内 

　

線
１
１
１
・
１
１
２

　

地
方
公
共
団
体
が
緊
急
に
実
施

す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
要
す

る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公
共
団

体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施

策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る

地
方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
で
、
臨
時
の
措
置
と
し

て
個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
標
準

税
率
が
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。 

　

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら

平
成
35
年
度
ま
で
の
10
年
間
、
個

人
町
民
税
均
等
割
が
現
行
の
３
０

０
０
円
か
ら
３
５
０
０
円
に
、
個

人
県
民
税
均
等
割
が
現
行
の
１
０

０
０
円
か
ら
１
５
０
０
円
に
な
り

ま
す
。
こ
の
財
源
は
防
災
・
減
災

事
業
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
（
給
与
天
引

き
）
の
場
合
は
５
月
に
事
業
所
へ
、

普
通
徴
収
の
場
合
は
６
月
に
個
人

住
民
税
の
納
税
通
知
書
を
通
知
し

ま
す
。 

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

 

■図書館　　　　　　　  ｔ (295)1015

■中央公民館 ｔ (294)1250

■東公民館 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282

 ｆ (295)8297

■総合公園体育館 ｔ (294)7179

■ウィズもろやま、社会福祉協議会

 ｔ (295)3111

 ｆ (295)7258

■保健センター ｔ (294)5511

㊐ ･････ 日　時　　　場 ･････ 場　所

定 ･････ 定　員　　　対 ･････ 対象者

料 ･････ 料金・費用

申 ･････ 申込み　　　問 ･････ 問合せ先

ｔ ･････ 電話番号　ｆ ･････ ファクス番号

ｅ ･････ 電子メールアドレス

ｈ ･････ ホームページアドレス

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

INFORMATION

インフォメーション

電子申請用ＱＲコード

個
人
住
民
税
の
均
等
割
の

標
準
税
率
が
変
わ
り
ま
す

日
赤
社
資
募
集
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

柔
道
整
復
師
の
施せ

じ
ゅ
つ術

を
受

け
ら
れ
る
人
へ

均等割の税率表

 税金
休日納税相談窓口　５月 25 日 ( 日 )
　　　　　　　　　午前９時～午後３時

場・問　税務課納税係ｔ内線 193・194

休日納入窓口　５月 25 日 ( 日 )

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み

 （通帳と銀行届出印が必要）、納入相談 

場・問　高齢者支援課保険料係

　ｔ内線 158・159

・後期高齢者医療保険料
介護保険料

毎月末の日曜日は納税相談
納入窓口を開設しています

現行

（平成 25 年度まで）

特例期間（平成 26 年度

から平成 35 年度まで）

県民税 1,000 円 1,500 円

町民税 3,000 円 3,500 円

合計 4,000 円 5,000 円



希
望
す
る
農
業
者
は
、
申
請
書
を

担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
作
物　

米
、
大
豆
、
麦
、
そ

ば
、
な
た
ね
な
ど

対
象
者　

対
象
作
物
の
生
産
数
量

目
標
に
従
っ
て
販
売
目
的
で
生

産
（
耕
作
）
す
る
販
売
農
家

申
請
期
限　

６
月
30
日
月
ま
で

問　

毛
呂
山
町
農
業
再
生
協
議
会

（
役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
内
）

ｔ
内
線
１
７
２

㊐　

５
月
14
日
水
午
前
10
時
～
11

時
45
分
、
午
後
１
時
～
４
時

場　

役
場
前
駐
車
場

持
ち
物　

身
分
証
明
書

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４
―

５
５
１
１

　

よ
り
身
近
で
分
か
り
や
す
い
年

金
制
度
を
め
ざ
し
て
、
年
金
の
加

入
期
間
な
ど
を
日
本
年
金
機
構
か

ら
次
の
人
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

対　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
被

　

保
険
者

送
付
時
期　

誕
生
月
（
１
日
生
ま

　

れ
の
人
は
前
月
）

お
知
ら
せ
内
容　

①
年
金
加
入
期

　

間
、
②
保
険
料
の
納
付
額
、
③

　

最
近
の
月
別
納
付
状
況

※
35･

45･

59
歳
の
人
に
は
厚
生

年
金
や
国
民
年
金
な
ど
の
納
付
状

況
や
、
将
来
の
年
金
見
込
額
な
ど

も
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

問　

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
ｔ
０
５
７
０
―
０
５
８

―
５
５
５

　

平
成
26
年
度
の
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
年
度
更
新

お
よ
び
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
の

一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付
は
６

月
２
日
月
か
ら
７
月
10
日
木
ま
で

で
す
。

　

５
月
末
に
発
送
さ
れ
る
申
告
書

と
納
付
書
を
、
同
封
さ
れ
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
申
告
書
な
ど
の

記
入
方
法
）
な
ど
を
参
考
に
作
成

の
う
え
、
期
間
中
お
早
め
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問　

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

　

課
ｔ
０
４
８
―
６
０
０
―
６
２

　

０
３

　

自
動
車
税
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も

納
め
ら
れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
６
月

２
日
月
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

納
税
通
知
書
は
、
５
月
７
日
水
以

降
お
手
元
に
届
く
予
定
で
す
。

※
な
お
、
自
動
車
税
全
般
に
関
す

る
こ
と
、
住
所
変
更
・
納
付
書
紛

失
な
ど
の
連
絡
、
納
税
状
況
の
確

認
な
ど
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
税

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問　

自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

ｔ
０
５
０
―
３
７
８
６
―
１
２

　

２
２

｢

ね
ん
き
ん
定
期
便｣
の

送
付
に
つ
い
て
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願
い
し
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

　

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
緑

の
募
金
」
は
、
身
近
な
地
域
や
国

内
外
の
様
ざ
ま
な
「
森
づ
く
り
・

人
づ
く
り
」
活
動
の
活
性
化
に
活

か
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

「
緑
の
募
金
」
へ
の
参
加
が
得
ら

れ
、
町
民
全
体
で
森
林
を
守
り
育

て
る
運
動
と
し
て
発
展
で
き
ま
す

よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
町
の
募
金
活

動
は
各
自
治
会
の
協
力
を
い
た
だ

い
て
実
施
し
ま
す
。

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ

　

内
線
１
７
２

　

経
営
所
得
安
定
対
策
（
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
制
度
）
は
、
販
売

価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的
に
下

回
っ
て
い
る
作
物
を
対
象
に
、
そ

の
差
額
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
農

業
経
営
の
安
定
と
国
内
生
産
力
の

確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
食
料
自

給
率
の
向
上
と
農
業
の
多
面
的
機

能
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
交
付
金
の
交
付
を

埼
玉
労
働
局
か
ら
の
お
知

ら
せ

５
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す

献
血
に
ご
協
力
を

　ボランティアによって作られた、『滝ノ入ローズ

ガーデン』。今年も皆さんのお越しをお待ちしてい

ます。

滝ノ入ローズガーデン

春のバラ祭り
問　毛呂山町観光協会（役場産業振興課商工観光係内）
　　ｔ（295）2112 内線 175

期　間　５月 23 日（金）～６月８日（日）

時　間　午前９時～午後４時

場　所　もろびとの館脇

入園料　３００円

駐車場　無料

内　容　地元特産物、バラ苗木（400 本）などの販売。

※ペットの来場はできません（盲導犬可）。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

環
境
に
対
す
る
寄
附
と
し
て

▽
５
万
円

い
る
ま
野
農
業
協
同
組
合　

様

「
緑
の
募
金
（
家
庭
募
金
）
運
動
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
に

係
る
交
付
手
続
き
に
つ
い
て

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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場　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

　

署
定　

先
着
20
人

料　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含

　

む
）

申
・
問　

５
月
１
日
木
か
ら
31
日

　

土
ま
で
に
、
消
防
署
ｔ
２
９
５

　

―
０
１
７
８
に
申
込
み

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

　

園
庭
を
開
放
し
ま
す
。
親
子
で

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

㊐　

６
月
２
日
月
午
前
10
時
～
11

時　
　
　

場　

町
立
両
保
育
園　

内
容　

園
庭
で
の
自
由
遊
び
（
天

候
に
よ
っ
て
は
室
内
で
遊
び
ま

す
）

※
ゆ
ず
の
里
保
育
園
に
つ
い
て
は

ふ
れ
あ
い
保
育
を
含
み
ま
す
。

対　

未
就
園
児
の
親
子　

問　

旭
台
保
育
園
ｔ
２
９
４
―

０
８
５
７
、
ゆ
ず
の
里
保
育
園

ｔ
２
９
４
―
６
０
６
６

㊐　

５
月
10
日
土
午
前
10
時
～
午

後
４
時

場　

地
球
観
測
セ
ン
タ
ー
（
鳩
山

町
大
橋
１
４
０
１
）

・
お
酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
家
族
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
に
止
め

ら
れ
な
い
。

・
家
族
の
一
人
が
、
い
つ
も
と
様

子
が
違
う
。
ど
う
し
て
や
れ
ば

い
い
の
か
？　

場　

保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　

各
回
午
後
１
時
30
分
～
４

　

時
30
分
（
予
約
制
）

対　

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家

　

族
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

定　

1
日
３
組
（
予
定
）

申
・
問　

保
健
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９

　

４
―
５
５
１
１
で
受
付
（
電
話

可
）

※
申
し
込
み
時
に
相
談
内
容
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

桂け
い
ぼ
く
じ

木
寺
木も

く
ぞ
う造

伝で
ん

釈し

ゃ

か迦
如に

ょ
ら
い来

坐ざ

ぞ

う像

　

県
内
最
古
の
木
彫
仏
と
さ
れ
る

桂
木
寺
木
造
伝
釈
迦
如
来
坐
像
を

公
開
し
ま
す
。

期
間　

４
月
26
日
土
～
５
月
25
日

　

日
場　

歴
史
民
俗
資
料
館

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

　

―
８
２
８
２

㊐　

６
月
８
日
日
午
前
９
時
～
正

　

午

題
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

定　

先
着
60
人

内
容　

住
み
な
れ
た
地
域
で
、
誰

も
が
楽
し
く
生
き
て
い
く
た
め

の
「
助
け
合
い
の
町
づ
く
り
」

を
学
ぶ
講
座
で
す
。

申
・
問　

５
月
８
日
木
午
前
９
時

30
分
か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５
―

１
０
１
５
で
受
付
（
電
話
可
）

　

臨
床
心
理
士
と
保
健
師
が
心
の

健
康
に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま

す
。

相
談
例　

・
最
近
、
眠
れ
な
い
、
気
持
ち
も

沈
ん
で
し
ま
う
。

・
不
安
、
悩
み
、
焦
り
が
あ
っ
て
、

つ
ら
い
。
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

い
い
の
か
？

㊐　

５
月
21
日
水
、
28
日
水
（
全

２
回
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

講
師　

野
口
光
世
さ
ん
（
ぐ
る
ー

ぷ
・
も
こ
も
こ
顧
問
）

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

対　

手
づ
く
り
の
好
き
な
人
、
図

書
館
で
布
絵
本
作
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た
い

人
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
！

定　

先
着
30
人

料　

２
３
０
０
円
（
材
料
費
）

※
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

内
容　

『
う
た
の
え
ほ
ん
』
と
い

う
３
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
作
品
を
作

り
ま
す
。

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
し
し
ゅ
う

針
、
よ
く
切
れ
る
ハ
サ
ミ

申
・
問　

５
月
６
日(

振
休)

午

前
９
時
30
分
か
ら
図
書
館
ｔ
２

　

９
５
―
１
０
１
５
で
受
付
（
電

話
可
）

㊐　

５
月
24
日
土
午
前
10
時
～
正

午
講
師　

木
原
孝
久
さ
ん
（
福
祉
問

講
演
会
『
ご
近
所
パ
ワ
ー

で
助
け
合
い
起
こ
し
』

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

手
作
り
布
絵
本
講
座

町
立
保
育
園
「
園
庭
開
放
」

普
通
救
命
講
習
会

春
季
指
定
文
化
財
特
別
公
開

実施日程
実施日 申込期間（要予約）

６月 25 日（水） ５月12 日（月）～　６月18 日（水）

９月　３日（水） ８月 11日（月）～　８月 27 日（水）

12 月10 日（水）11月10 日（月）～ 12月　３日（水）

３月　４日（水） ２月   ９日（月）～　２月 25 日（水）

地
球
観
測
セ
ン
タ
ー

施
設
一
般
公
開

INFORMATION



13 広報もろやま　５月１日号

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

子
は
、
大
学
を
卒
業
し
た
後
、

父
と
同
じ
教
師
の
道
を
歩
む
。

ひ
と
と
き
平
穏
な
時
を
過
ご
す

親
子
。
し
か
し
、
時
代
に
は
戦

争
の
影
が
差
し
て
い
た
。

【
共
通
事
項
】

場　

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

講
堂

料　

入
館
、
鑑
賞
と
も
に
無
料

定　

１
６
０
人

問　

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

（
埼
玉
県
平
和
資
料
館
）
ｔ
０

　

４
９
３
―
３
５
―
４
１
１
１

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

㊐　

５
月
14
日
水
午
前
８
時
30
分

～
正
午
（
雨
天
決
行
）

場　

役
場
正
面
玄
関
前

配
布
数　

１
世
帯
も
し
く
は
１
事

　

業
所
に
つ
き
４
株
（
先
着
３
０

　

０
組
）

※
苗
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

問　

役
場
生
活
環
境
課
環
境
係
ｔ

内
線
２
１
１
・
２
１
２

※
当
日
は
高
坂
駅
西
口
か
ら
無
料

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

内

容　

施

設

設

備
公

開
、

宇

宙
か
ら
見
た
地
球
の
画
像
、

Ｊじ

ゃ

く

さ

Ａ
Ｘ
Ａ
職
員
に
よ
る
講
演

会
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど

料　

無
料

問　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
地

　

球
観
測
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
８
―

　

１
２
０
０

こ
ど
も
の
日
特
別
映
画

ア
ニ
メ『
ふ
る
さ
と
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』

㊐　

５
月
５
日
祝
午
後
１
時
30
分

か
ら

内
容　

戦
争
末
期
に
特
攻
隊
で
死

ん
で
い
っ
た
若
者
、
そ
し
て
平

和
時
に
海
の
事
故
で
死
ん
で
し

ま
っ
た
少
女
。
彼
ら
の
無
念
さ

や
思
い
を
、
残
さ
れ
た
人
び
と

は
ど
の
よ
う
に
受
け
継
い
で
い

　

っ
た
ら
い
い
の
か
。
先
生
と
子

ど
も
た
ち
の
「
魂
の
絆
」
を
描

い
た
映
画
。

邦
画　

『
父
あ
り
き
』

㊐　

５
月
10
日
土
午
後
１
時
30
分

か
ら

内
容　

中
学
教
諭
の
主
人
公
は
、

妻
の
亡
き
後
、
男
手
ひ
と
つ
で

息
子
を
育
て
て
き
た
。
父
の
支

え
の
な
か
、
学
業
に
励
ん
だ
息

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
無
料
配
布

し
ま
す

町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問　

役
場
総
務
課
職
員
係　

２
９
５
―
２
１
１
２　

内
線
３
１
６

　

平
成
26
年
４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
課
長
級
（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）
の
異
動
と
、

退
職
者
お
よ
び
新
規
採
用
職
員
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

課
長
級

▽
議
会
事
務
局
長　

瀨せ

な

み波
行
男

（
産
業
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会

事
務
局
長
）　

▽
総
務
課
長
兼
秘

書
広
報
課
長　

川
村
和
男
（
高
齢

者
支
援
課
長
）　

▽
管
財
課
長　

大
野
勉
（
秘
書
広
報
課
副
課
長
）

▽
福
祉
課
長
兼
福
祉
会
館
長　

齋

藤
豊
（
福
祉
課
長
）　

▽
高
齢
者

支
援
課
長　

吉
田
英
夫
（
高
齢
者

支
援
課
副
課
長
）　

▽
子
ど
も
課

長
兼
保
育
所
長
兼
児
童
館
長
兼
学

童
保
育
所
長　

村
田
眞
一
（
子
ど

も
課
副
課
長
兼
保
育
所
副
所
長
）

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

村
本
英

明
（
生
涯
学
習
課
長
兼
歴
史
民
俗

資
料
館
長
）　

▽
生
活
環
境
課
長

古ふ

る

の野
秀
喜
（
住
民
課
副
課
長
）　

▽
産
業
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会

事
務
局
長　

岡
田
忠
彦
（
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
長
兼
総
合
公
園
所
長
）

▽
水
道
課
長　

疋ひ

き

た田
浩
一
（
水

道
課
副
課
長
）　

▽
教
育
総
務
課

長
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
長　

村
木

功い
さ
お（

子
ど
も
課
長
兼
保
育
所
長
兼

児
童
館
長
兼
学
童
保
育
所
長
）　

▽
生
涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館

長
兼
東
公
民
館
長　

伊
藤
清
（
学

校
教
育
課
副
課
長
兼
教
育
セ
ン

タ
ー
副
所
長
）　

▽
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
長
兼
総
合
公
園
所
長　

小
室

富と
み
や
す保

（
教
育
総
務
課
副
課
長
）

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

▽
武た

け

の

や

野
谷
博
之
（
教
育
次
長
兼
教

育
総
務
課
長
）　

▽
加
藤
勉
（
参

事
兼
総
務
課
長
兼
秘
書
広
報
課

長
）　

▽
岩
田
正
彦
（
参
事
兼
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

▽
市
川
一

正
（
福
祉
会
館
長
）　

▽
上
村
伸

二
（
水
道
課
長
）　

▽
木
村
春
夫

（
管
財
課
長
）　

▽
坂
下
均
（
議
会

事
務
局
長
）　

▽
市
川
実
（
中
央

公
民
館
長
兼
東
公
民
館
長
）　

▽

小
室
貴た

か
ふ
み史

（
生
活
環
境
課
長
）　

▽
波
田
邦
雄
（
産
業
振
興
課
専
門

員
）　

▽
岡
野
鈴
代
（
高
齢
者
支

援
課
専
門
員
）　

▽
仲
島
尚
一
（
子

ど
も
課
専
門
員
）　

▽
清
水
一
彦

（
福
祉
課
副
課
長
）　

▽
入
江
直
美

（
学
校
教
育
課
指
導
主
事
・
埼
玉

県
教
育
委
員
会
へ
帰
任
）　

▽
小

鹿
野
正
美
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

係
長
）　

▽
山
崎
浩
（
教
育
セ
ン

タ
ー
係
長
）　

▽
亀
井
達
也
（
ま

ち
づ
く
り
整
備
課
主
任
）　

▽
吉

田
和
代
（
管
財
課
主
任
）　

▽
川

口
幸
一
（
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
主

任
・
毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山
公
共

下
水
道
組
合
へ
帰
任
）　

▽
水
野

克
利
（
総
務
課
主
事
）　

▽
齊
藤

弘こ

う

き樹
（
産
業
振
興
課
主
事
補
兼
農

業
委
員
会
事
務
局
主
事
補
）

新
規
採
用
者

▽
学
校
教
育
課
指
導
主
事　

仲
田

和
広
（
埼
玉
県
教
育
委
員
会
よ
り
）

▽
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
主
任　

紫し

と

う藤
靖
之
（
毛
呂
山
・
越
生
・
鳩

山
公
共
下
水
道
組
合
よ
り
）　

▽

税
務
課
主
事
補　

藤
野
光
平　

▽

税
務
課
主
事
補　

阿
部
悟　

▽
福

祉
課
主
事
補　

大
谷
貴
昭　

▽
高

齢
者
支
援
課
主
事
補　

奥お
く
ず
み隅

亜
実

▽
産
業
振
興
課
主
事
補
兼
農
業
委

員
会
事
務
局
主
事
補　

岩
上
広こ

う
だ
い大

▽
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
主
事
補　

仲
島
徹て

つ　

▽
水
道
課
主
事
補　

串

田
修
平　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
映
画
会



家庭用合併処理浄化槽設置補助金制度 ㊐　

５
月
10
日
土
、
11
日
日
午
前

10
時
～
午
後
４
時

相
談
電
話
番
号　

ｔ
０
４
８
―
８

　

７
２
―
８
０
５
５
（
当
日
の
み

通
話
可
）

料　

無
料

主
催　

埼
玉
弁
護
士
会
お
よ
び
埼

玉
司
法
書
士
会

問　

埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局
ｔ

０
４
８
―
８
６
３
―
７
８
６
１

「
敷
金
（
賃
貸
住
宅
）
ト
ラ

ブ
ル
１
１
０
番
」

太陽光発電システム設置奨励金制度

問　役場生活環境課環境係

　　ｔ（295）2112 内線 211・212

問　役場生活環境課環境係

　　ｔ（295）2112 内線 211・212

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
町
内

の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
行
う

臨
時
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま

す
。
選
考
の
う
え
、
歴
史
民
俗
資

料
館
に
登
録
し
、
調
査
が
あ
る
時

に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格　

①
心
身
と
も
に
健
康

な
人
②
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調

査
作
業
に
耐
え
ら
れ
る
人

勤
務
日
時　

調
査
期
間
中
の
火
～

金
曜
日
（
予
定
）、
１
日
６
時

間
程
度

勤
務
内
容　

発
掘
調
査
の
現
場
作

業
勤
務
場
所　

町
内

募
集
人
員　

若
干
名

賃
金　

時
給
8
１
０
円

採
用
時
期　

平
成
26
年
５
月
下
旬

申
・
問　

５
月
11
日
日
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
歴
史

　

民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５
―
８
２

　

８
２
へ
提
出

職
務
内
容　

配
送
助
手
兼
調
理
員

募
集
人
数　

若
干
名

INFORMATION

㊐　

５
月
24
日
土
、
25
日
日
午
前

10
時
～
午
後
２
時 

場　

平
成
の
森
公
園
バ
ラ
の
小
径

　

（
川
島
町
大
字
下
八
ツ
林
９
２

　

０
）

内
容　

バ
ラ
の
苗
即
売
、
模
擬
店

多
数
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

※
24
日
バ
ラ
の
石
鹸
、
ボ
デ
ィ
ロ

ー
シ
ョ
ン
作
り
（
①
午
前
11
時
か

ら
、
②
午
後
１
時
か
ら
）

問　

川
島
町
ま
ち
整
備
課
ｔ
２
９

　

９
―
１
７
６
３

応
募
資
格　

健
康
な
人

勤
務
日
時　

月
～
金
曜
日
（
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

た
だ
し
１
週
間
に
つ
き
38
時
間

45
分
以
内
と
す
る
。

勤
務
場
所　

毛
呂
山
町
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
（
目
白
台
４
―
３
―

４
）

賃
金　

時
給
８
５
０
円

採
用
期
間　

６
月
～
９
月

応
募
方
法　

５
月
16
日
金
午
後
３

時
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

　

を
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

問　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９

　

４
―
２
２
４
２す

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員
募
集

「
バ
ラ
の
小こ

み

ち径
祭
り
」

（
川
島
町
）

対象地域　公共下水道の事業認可区域および農業

集落排水事業区域を除く町内全域。

※詳しくは役場生活環境課までお問い合わせくだ

さい。

対象者　単独処理浄化槽または汲み取り便槽から

合併処理浄化槽へ転換する人が対象です。なお、

建築確認を必要とする新築、増築、改築は対象

となりません。

※希望者は工事を着手する前に役場生活環境課へ

申請してください。

　町では、生活排水を適切に処理し、生活環境の

保全と公衆衛生の向上を図るため、合併処理浄化

槽を設置する人に対し補助金を交付しています。

補助金額

延床面積 処理人槽 補助金額

130 ㎡以下 ５人槽 332,000 円

131 ㎡以上 ７人槽 414,000 円

２世帯住宅 10 人槽 548,000 円

　上記の区分に応じた金額に、下記の費用が加算され
ます。

　・転換に伴う処分費　　上限　　60,000 円
　・転換に伴う配管費　　上限　 200,000 円
　・重点地区加算金　　　　　　　50,000 円

　低炭素社会の実現に向けて、太陽エネルギーを利用

した住宅用発電システムを設置し、自然と人間が共生

できるまちづくりを推進するため、奨励金を交付します。

奨励対象　①町内に住所を有し、自ら居住する住宅に

発電システムを設置する人、②町税を滞納していな

い人、③申請年度内に発電システムの設置または発

電システム付住宅（未使用のものに限る）の購入が

完了できる人、④電力会社と電灯契約および余剰電

力の販売契約を締結することができること、⑤太陽

電池モジュールの最大出力値が２キロワット以上で

あること

奨励金額　５万円（毛呂山町共通商品券で交付します）

※奨励金交付申請などは、毛呂山町住宅用太陽光発電

システム設置奨励金交付要綱により手続きをお願いし

ます。
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臨
時
職
員
（
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
登
録
者
）
募
集



私たちの生活の安心・安全を脅か

す不法電波をシャットアウト ! !

　総務省では、６月１日（日）から

10 日（火）までを「電波利用環境保

護周知啓発強化期間」として、電波を

正しく利用していただくための周知・

啓発活動および不法無線局の取締りを

強化します。

　電波は暮らしのなかで欠かせない大

切なものです。電波のルールはみんな

で守りましょう。

問　関東総合通信局
　●不法無線局による混信・妨害
　　ｔ 03（6238）1939
　●テレビ・ラジオの受信障害
　　ｔ 03（6238）1945
　●地上デジタルテレビ放送の受信相談
　　ｔ 03（6238）1944

毛呂本郷 小峰　　隆

小
こ だ や

田谷 岩田　光
みつまさ

雅

長瀬一 齊藤　和夫

長瀬二 秋葉　清
せ い じ

次

長瀬三 森　　洋
よ う じ

治

前久保 小野寺一
かずひろ

博

沢田 関谷　喜
よしろう

郎

平山 小久保孝
たかよし

芳

大
だ い し

師一 中島　義
よしたか

孝

大師二 原　　清
せいいち

一

滝
た き の い り

ノ入 初野　健一

阿
あ す わ

諏訪 市川公
こ う た ろ う

太郎

大
お お や ぎ

谷木 八木原貞夫

葛
つづらぬき

貫 福田　英雄

権現堂 小山　　悟

宿
しゅくや

谷 市川　和明

川角 齊藤　　榮

玉
ぎょくりんじ

林寺 清水富士男

苦
にがばやし

林 小林　憲
のりひさ

久

大類 平井　武司

西大久保 片山　研一

市場 川上　昌明

下川原 皆川　德
とくいち

一

西
さ い ど

戸 石村　忠
ただあき

昭

箕
み の わ だ

和田 渡邉　典
のりくに

邦

第一団地１ 工藤　和
か ず し

史

第一団地２ 結
ゆ う き

城　陽子

第一団地３ 松井　紀
の り え

恵

第一団地４Ａ 滝口　　進

第一団地４Ｂ 岸　　　司

第一団地５ 久保　きく

第二団地１ 篠﨑　晴
せいいち

一

第二団地２ 山
や ま の べ

野辺敏
と し え

惠

第二団地３ 沢
さ わ め

目　　勉

第二団地４ 小林　貞男

第二団地５ 豊
とよずみ

住久美子

第二団地６ 大野　文
ふみよし

允

毛呂山台 長瀬　　衛
まもる

学園台 浅見　順一

第三団地 沖田さえ子

角
つ の き

木団地 北見勢
せ つ こ

津子

日
にっせい

生団地 高橋　安
やすひさ

久

第四団地 関口　慶
よしあき

昭

第五団地 髙木　　正

第六団地 栗原　啓
けいゆう

右

岡本団地 髙橋　丙
へ い ご

午

総
そうにわ

庭団地 高橋　幸
さ ち み

美

東
とうはら

原団地 口
くちいし

石　弘
ひろよし

敬

日
に っ か

化団地 船橋　照
てるふみ

文

第十三団地 恩
お ん だ

田　　功

むさしの自治会 秋
あ き に わ

庭　利弘

新南台自治会 佐藤　雄
ゆうぞう

藏

ゆずの木台 藤井　　修

旭台団地北 坂口　政人

第九団地 脇
わ き は た

畑　律子

双
ふ た ば

葉団地 安藤　博
ひろひと

一

旭台（大） 保
ほ し な

科　敏雄

旭台 田島　和幸

旭台団地南 仙
せ ん だ

田　和
かずあき

章

第七団地 山田　敏男

西
にしはら

原団地 林田　政
まさのり

教

平山ニュータウン 若
わかはま

濱　恭
きょうじ

司

いわい団地 黒川　清
せ い じ

二

谷
や ば た

端団地 二
に へ い

瓶　雅子

シャルマンコーポ毛呂山自治会

 川
か わ な

名　法
の り こ

子

ジョイム毛呂山 北川　弘
ひろのぶ

宣

目白台１ 佐藤　フミ

目白台２ 片
かたぎり

桐　逸
い つ お

夫

目白台３・４ 榊
さかきばら

原　桂
け い こ

子

　町民の皆さんと町とのパイプ役として働いていただく区長さんをご紹介します。皆さんが生活している地

域のことなどで、困っていることや気がついたこと、町に対する要望などがありましたら、区長さんまでご

相談ください（敬称略）。

平成２６年度の区長さんを紹介します
問　役場総務課自治振興係　 （295）2112　内線 314

『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
』
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
の
普
及
促
進
の
た
め
に

『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口
で
保

険
証
や
診
察
券
と
一
緒
に
こ
の
カ

ー
ド
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用

を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
利
用
で
き
な
い
薬
も

あ
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ

ー
ド
は
役
場
住
民
課
に
て
配
布
し

て
い
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許
期

間
が
過
ぎ
た
あ
と
同
じ
有
効
成
分

で
製
造
し
た
薬
の
こ
と
で
す
。
新

薬
に
比
べ
開
発
費
を
抑
え
ら
れ
る

た
め
、
価
格
は
様
ざ
ま
で
す
が
、

新
薬
よ
り
安
価
な
も
の
が
多
く
あ

り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
選
ぶ
こ
と
は
、
医
療
費
へ
の
負

担
軽
減
に
有
効
で
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８
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初
心
者
を
対
象
と
し
た
卓
球
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

㊐
／
６
月
12
日
木
、
19
日
木
、
26

日
木
、
７
月
３
日
木
、
10
日
木
午

前
10
時
～
正
午　

場
／
総
合
公
園

体
育
館　

料
／
２
０
０
０
円
（
体

育
館
使
用
料
・
保
険
料
含
む
）
※

費
用
は
６
月
12
日
に
納
入
し
て
く

だ
さ
い　

持
ち
物
／
ラ
ケ
ッ
ト
、

体
育
館
用
運
動
靴
、
飲
み
物
（
服

装
は
自
由
で
す
が
運
動
の
で
き
る

服
装
で
お
願
い
し
ま
す
）　
　

申
・

問
／
６
月
８
日
日
ま
で
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
記
入
し

て
、
ｔ
・
ｆ
２
９
５
―
０
６
２
４

毛
呂
山
卓
球
連
盟
松
田
ま
で
申
込

み
（
フ
ァ
ク
ス
可
）

　

第
11
回
ゴ
ル
フ
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
町
民
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

待
望
し
て
い
ま
す
。

㊐
／
６
月
５
日
木
～
７
月
24
日
木

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
（
計
８
回
）　

場
／

リ
ン
ク
ス
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
ｔ
２

９
５
―
６
１
０
０
）　

料
／
参
加

費
▽
１
０
０
０
円
（
１
回
の
み
）、

受
講
料
▽
毎
回
７
６
０
円
（
ボ
ー

ル
代
含
む
）　

指
導
者
／
小
久
保

孝
芳
さ
ん　

申
／
希
望
者
は
開
催

日
に
直
接
現
地
に
お
越
し
く
だ
さ

い　

問
／
ｔ
０
８
０
―
３
４
７
２

―
７
０
７
７
大
場

㊐
／
５
月
25
日
日
午
前
８
時
30
分

集
合
、
午
前
９
時
開
会
式
（
予
備

日
６
月
１
日
日
）　

場
／
川
角
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

対
／
毛
呂
山

町
・
越
生
町
・
鳩
山
町
に
在
住
・

在
勤
の
社
会
人
、
学
生
（
中
学
・

高
校
生
は
除
く
）　

種
目
／
一
般

男
子
、
一
般
女
子
、
壮
年
男
子

（
45
歳
以
上
）、
壮
年
女
子
（
45
歳

以
上
）
※
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
っ

て
は
一
般
男
子
、
一
般
女
子
の
み

と
し
ま
す　

参
加
費
／
１
チ
ー
ム

１
０
０
０
円　

申
・
問
／
５
月
15

日
木
ま
で
に
、
毛
呂
山
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
会
長
二
宮
ｔ
２
９
４
―

２
０
５
５
ま
た
は
ｔ
０
９
０
―
７

１
９
３
―
８
１
７
６
に
申
込
み

　

毛
呂
山
町
で
40
年
近
く
毎
年
展

示
会
を
開
催
し
て
い
る
会
で
す
。

ぜ
ひ
と
も
、
こ
の
機
会
に
「
サ
ツ

キ
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
堪た

ん
の
う能

し
て

く
だ
さ
い
。

㊐
／
５
月
31
日
土
午
前
９
時
～
午

後
５
時
、
６
月
１
日
日
午
前
９
時

～
午
後
３
時　

場
／
第
二
団
地
集

会
所　

料
／
無
料　

問
／
ｔ
２
９

４
―
４
５
０
３
武
井

㊐
／
５
月
17
日
土
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分　

場
／
ウ
ィ
ズ
も
ろ

や
ま
２
階
第
６
会
議
室　

内
容
／

①
公
開
講
座
（
成
年
後
見
人
と

は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
対
象
な
の

か
、
ど
の
よ
う
な
実
務
が
あ
る
の

か
な
ど
）、
②
無
料
相
談
会
（
行

政
書
士
が
個
別
に
対
応
し
ま
す
）

対
／
町
内
在
住
者　

料
／
無
料　

申
／
不
要　

問
／
一
般
社
団
法
人

コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
埼
玉
支
部
ｔ
２
９
５
―
１

４
６
７
中
村

　

毛
呂
山
太
極
拳
ク
ラ
ブ
、
川
角

太
極
拳
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
、

７
つ
の
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
が
募
金

活
動
を
兼
ね
太
極
拳
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。
身
心
を
健
康
に
す
る

太
極
拳
表
演
の
ほ
か
に
オ
カ
リ
ナ

な
ど
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。
ゆ
っ

た
り
と
し
た
太
極
拳
と
音
楽
を
お

東
北
大
地
震
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

『
第
２
回
太
極
拳
ま
つ
り
』

長
瀬
サ
ツ
キ
会
『
サ
ツ
キ

展
示
会
』

町
民
公
開
講
座
・
無
料
相
談
会

『
成
年
後
見
制
度
の
基
礎
知
識
』

『
卓
球
教
室
』

『
ゴ
ル
フ
教
室
』

　年齢とともに身体の機能は衰えます。機能低下を予防するには毎日の運動がよいとされています。この教

室に参加して、専門の指導員による運動方法を身につけてみませんか。

日　程

対　象　65 歳以上で医師より運動制限の指示のない人

内　容　専門の指導員による筋力トレーニング（ストレッチや有酸素運動、バランス訓練などの軽い体操）

定　員　先着３０人

時　間　午後１時３０分～３時 30 分

場　所　中央公民館

申込み　５月８日（木）から役場高齢者支援課高齢者福祉係で受付（電話可）

※９月から東公民館でも同様の教室を開催する予定です。お近くの教室にぜひご参加ください。

問合せ　役場高齢者支援課高齢者福祉係　ｔ（295）2112 内線 118・156・157

健康づくり教室　　～若々しさを維持しましょう～

６月 ２日（月）     ９日（月）　16 日（月）　23 日（月）

７月 ７日（月）　14 日（月）　28 日（月）

８月 ４日（月）　11 日（月）　18 日（月）　25 日（月）

９月 １日（月）

『
第
34
回
町
長
杯
争
奪
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
』
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楽
し
み
く
だ
さ
い
。

㊐
／
５
月
31
日
土
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分
（
午
後
１
時
開
場
）

場
／
日
高
市
日
高
ア
リ
ー
ナ　

料

／
無
料　

問
／
ｔ
２
９
５
―
２

０
９
７
千
田

　

季
節
の
花
を
サ
ー
ク
ル
仲
間
と

楽
し
く
生
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

心
者
も
大
歓
迎
で
す
（
見
学
自

由
）
。

㊐
／
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
午
前

９
時
～
11
時　

場
／
中
央
公
民
館

会
費
／
月
額
１
５
０
０
円
、
花
材

費
／
１
回
に
つ
き
１
０
０
０
円

（
入
会
金
１
０
０
０
円
）　

講
師
／

武
井
ト
シ
子
さ
ん
（
草
月
流
）　

問
／
ｔ
２
９
４
―
１
２
７
３
関
口

㊐
／
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
午
後

１
時
～
４
時　

場
／
東
公
民
館　

会
費
／
月
額
２
０
０
０
円
（
入
会

金
５
０
０
円
）　

持
ち
物
／
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン　

問
／
ｔ
２
９
４
―

７
０
９
８
田
原

　

初
心
者
を
対
象
と
し
た
女
性
の

会
で
す
。

㊐
／
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
午
後

１
時
～
４
時　

場
／
中
央
公
民
館

会
費
／
月
額
２
０
０
０
円
（
入
会

金
５
０
０
円
）　

問
／
ｔ
２
９
４

―
３
３
１
８
安
島

　

ビ
ー
ズ
に
興
味
の
あ
る
人
、
ご

一
緒
し
ま
せ
ん
か
。

㊐
／
毎
月
第
１
月
曜
日
午
後
１
時

～
４
時　

場
／
中
央
公
民
館　

会

費
／
月
額
１
０
０
０
円
（
入
会
金

な
し
）　

講
師
／
浜は

ま
は
た端

幸さ

ち

こ子
さ
ん

問
／
ｔ
２
９
５
―
４
３
６
０
石
塚

　

世
界
の
楽
し
い
音
楽
に
合
わ
せ

て
、
踊
る
こ
と
に
よ
り
、
精
神

的
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
身
体
的
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

㊐
／
５
月
17
日
土
、
24
日
土
、
31

日
土
午
後
１
時
～
３
時　

場
／
中

央
公
民
館　

料
／
無
料　

持
ち
物

／
ダ
ン
ス
の
で
き
る
服
装
、
内
履

き　

問
／
ｔ
２
９
５
―
８
０
６
７

篠
木

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し

た
パ
ソ
コ
ン
学
習
を
し
ま
す
。

㊐
／
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
午
前

９
時
～
正
午　

場
／
ウ
ィ
ズ
も
ろ

や
ま　

会
費
／
５
回
ご
と
に
５
０

０
０
円
、
ほ
か
に
設
備
費
１
回

５
０
０
円
（
入
会
金
な
し
）　

問

／
ｔ
２
９
５
―
１
２
７
１
田
中

　

２
月
に
大
雪
の
た
め
延
期
と
な

っ
た
バ
ザ
ー
を
６
月
に
開
催
し
ま

す
。
そ
こ
で
、
バ
ザ
ー
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

バ
ザ
ー
日
時
／
６
月
29
日
日
正
午

～
３
時　

搬
入
・
準
備
／
28
日
土

午
前
10
時
か
ら　

会
場
／
神
愛
ホ

ー
ム
（
大
谷
木
２
１
４
―
１
）　

用
品
の
種
類
／
日
用
品
、
雑
貨
、

食
器
、
野
菜
と
食
品
、
寝
具
・
タ

オ
ル
類
な
ど
（
大
型
家
具
・
家
電

製
品
な
ど
は
取
り
扱
え
ま
せ
ん
）

問
／
児
童
養
護
施
設
神
愛
ホ
ー

ム
・
神
愛
ホ
ー
ム
後
援
会
ｔ
２
９

４
―
０
０
４
０

生
け
花
サ
ー
ク
ル
「
た
ん

ぽ
ぽ
の
会
」
会
員
募
集

『
第
２2
回
神
愛
ホ
ー
ム
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
バ
ザ
ー
』
ご
協
力
の
お
願
い

「
ビ
ー
ズ
の
会
」
会
員
募
集

「
パ
ソ
コ
ン
の
会
若
葉
」
新

規
会
員
募
集

「
Ｐ
Ｃ
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
会
員

募
集

「
Ｐ
Ｃ
ド
リ
ー
ム
」
新
規
会

員
募
集

「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ひ
ま
わ

り
」
新
人
講
習

５月は、自転車マナーアップ強化月間です！
　５月１日（木）から 31 日（土）までは九都県市（埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・横浜市・川崎市・千葉市・

さいたま市・相模原市）一斉自転車マナーアップ強化月間です。自転車事故の加害者・被害者にならないため

にも次の運動重点を守りましょう。

自転車を安全に利用しましょう！

①自転車は、車道が原則、歩道は例外

②車道は左側通行

③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

④安全ルールを守る

　○飲酒運転・２人乗り・並進の禁止

　○夜間はライトを点灯

　○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

⑤子どもはヘルメットを着用

定期的に点検整備をしましょう！

　○自転車に乗る前に自己点検を行いましょう

　○自転車店で定期的に点検整備を受けましょう

保険に入りましょう！

　保険の代表例と申込先

　○ TS マーク付帯保険→自転車安全整備店

　○個人賠償責任保険→損害保険代理店

　○自転車総合保険→一部損害保険代理店

ヘルメットをかぶりましょう！

　○幼児・児童が自転車を利用する際は、ヘルメッ

　トをかぶらせましょう

　○自転車を利用する人は、ヘルメットをかぶりま

　しょう

問合せ　役場生活環境課交通防犯係

　　　　ｔ（295）2112 内線 213

17 広報もろやま　５月１日号

水道週間
６月１日 ( 日）　　

　　　　～７日(土）

「おいしいな

　 だいじなお水

　　 　ごくごくり」

問 役場水道課業務係

　 ｔ内線 161

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771



子ども広場
このコーナーは、子どもが参加のできるイベ

ントなどの情報のほか、子育て支援に関する

情報や健康診断など、子どもに関する様ざま

な事柄を掲載するコーナーです。

ゆずの里保育園の病後児保育

　お子さんが病気などにかかった後の回復期に、保護者の就労、

疾病、出産などの理由により家庭で保育することが困難な場合

に専用の保育室で看護師付き添いのもと、一時的にお子さんを

お預かりして保育を行います。

日時/月～金曜日8:30～17:00　休日/土・日・祝日および12月29日～1月3日　料 /1日2,000円　定 /1日4人まで（予

約順）　問 / 役場子ども課保育係ｔ（295）2112 内線 137　※利用する場合は、事前に登録が必要です。
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保健センター　ｔ（294）5511

名　称 日　程 対　象 内　容

４か月児健診 ６月　3 日（火） H26.   1 生

場 / 保健センター

※対象者には個別に通知します。

10 か月児健診 ６月　4 日（水） H25.   7 生

1 歳 6 か月児健診 ６月 17 日（火） H24. 11 生

3 歳児健診 ６月 18 日（水） H22. 12 生

2 歳児歯科検診 ６月 26 日（木）
H23. 12 生
H24.   1 生

歯と栄養のお話し、歯科検診、歯みがき指導、フッ素塗
と

布
ふ

（希望者のみ）、栄養指導相談（希望者）

社会福祉協議会　ｔ（295）3111　

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

子育てサロン
５月   8 日（木）
５月２2 日（木）

10:00 ～ 15:00
子どもの遊び場、親同士のおしゃべりの場
場 / 東公民館（８日）、福祉会館（22 日）

児童館　ｔ（295）4111　5 月の休館日：5 日（祝）を除く毎週日・月曜日、3 日（祝）、6 日（振休）

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

遊びにおいでよ！
ぴょんぴょん広場

5 月　7 日（水）

5 月 14 日（水）

5 月 28 日（水）

10:30 ～ 11:30
２歳前後の幼児

と保護者

内容 / 体操、工作、体育あそびなど（申込

み不要）　場 / 児童館遊戯室　持ち物 / 親子

とも室内シューズ　

図書館　ｔ（295）1015　5 月の休館日：5 日（祝）を除く毎週月曜日、７日（水）

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

子ども映画会

「くもりときどき

ミートボール」

５月 10 日（土）14:00 ～ 15:30

内容 / コップの水を何でも好きな食べ物に
変えることのできる「食べ物マシーン」を
発明！
場 /2 階視聴覚室　定 / 先着５０人

おはなしポッケ
５月 13 日（火）

５月 27 日（火）
11:00 ～ 11:30 ０～３歳くらい

内容 / わらべうた、手あそび、　絵本の読み
聞かせなど　場 / １階おはなしコーナー
※小さなお子さんのためのおはなし会です。

おおきなポッケ ６月  3 日（火） 11:00 ～ 11:30 2 ～３歳
内容 / 絵本の読み聞かせ、手あそび、紙芝
居など　場 / １階おはなしコーナー

　保護者の就労、疾病、事故、出産などの理由で一時的に家庭で保育することが困難な場合や、育児に伴う心理・

肉体的負担を解消するため、保育所でお子さんを一時的にお預かりして保育を行います。

一時預かり保育

名　称 場　所 電話番号 名　称 場　所 電話番号

 ゆずの里保育園  平山 1-47-3 （294）6066  毛呂山みどり保育園  葛貫 799-12 （294）1115

 養光保育園  毛呂本郷 687 （276）1473  ながせ保育園  前久保 497 （294）2515

 あけぼの幼児園  長瀬 398-5 （295）2340  ときわぎ保育園  平山 2-11-1 （294）4992



保健センター　ｔ（294）5511

ぼくらの
キ
ャ
ン
パ
ス

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、
救急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

３年　田口　優
ゆう

さん

「ふしぎなトンネル」 ３年　國
こ く ぶ

分　美
み い

衣さん

５年　髙橋　耀
き ら

来さん

「くいしんぼうの

ぐるぐるせい人」

№
３
８
３　

光
山
小
学
校

「ランドセルを開けたら・・・」

保健センターだより

「5 月からの熱中症予防」

　人間の体は、暑い環境でも運動や作業を始めてから、

3 ～ 4 日たたないと、体温調節がうまくなってきませ

ん。このため、急に暑くなった日や、久しぶりに暑い

環境で活動したときには、熱中症になる人が多いので

す。急に暑くなった日や、気温が高い日、風が弱い日、

湿度が高い日には熱中症への注意が必要です。

熱中症予防のポイント

①こまめに水分補給、②屋外作業はときどき日陰で休

憩、③日傘や帽子、涼しい服装、④おかしいと思った

ら病院へ（めまい・頭痛・吐き気など）

保健師通信

日にち 医療機関名 専科 住所 電話
今月はありません

■ 6 月の在宅当番医（午前９時～正午）

歯周病検診
㊐　５月２９日（木）9:00 ～ 12:00

対　40 歳以上

内容　歯周病検診、歯みがき指導（希望者）

料　無料　　定　先着 36 人

申　５月 7 日（水）から保健センターで受付（電話可）

※ 30 分毎に予約をとります。

個別健康診査（受診は 1 年に 1 回）

実施月　６月

申　５月８日（木）から 19 日（月）

対   ①後期高齢者医療制度の加入者

　　（平成 26 年 3 月末までに加入している人）

　　②昭和 14 年 10 月 1 日から昭和 15 年 3 月

　　　31 日生まれの国民健康保険加入者

内容　問診、身体計測、血圧測定、尿検査、血液検

　　　査、医師の診察など

料　500 円　　定　35 人

手順　 ①保健センターに電話で申し込むと、受診券が

郵送されます。

　　　 ②医療機関を選び、健診の予約をして受診して

ください。

※受診当日は、保健センターから届いたすべての書類

を医療機関へご持参ください。

場　次のなかから１箇所を選択

　埼玉医科大学病院健康管理センター、毛呂病院、長

瀬クリニック、根岸内科医院、初野医院、ゆずの木台

クリニック、市川医院、越生メディカルクリニック、

かあいファミリークリニック

■国民健康保険に加入している昭和 14 年 4 月 1 日

から 9 月 30 日生まれの人を対象とした健診は、平成

26 年 12 月から平成 27 年 2 月に実施する予定です。

19 広報もろやま　５月１日号



教育相談
日　時　月～金 　10:00 ～ 16:30
場　所　教育センター
内　容　不登校、いじめ、しつけなど
電話相談番号ｔ (295)2525

健康相談
■成人健康相談（心と体の相談）

日　時　6 月 10 日火　9:00 ～ 12:00
場　所　保健センター
日　時　6 月 25 日水　9:30 ～ 11:30
場　所　役場ホール
■電話相談
日　時　月～金曜日（祝日を除く）　9:00 ～ 17:00
問合せ　保健センターｔ (294)5511

こころの健康相談
■臨床心理士・保健師（要予約）
日　時　6 月 25 日水　13:30 ～ 16:30
場　所　保健センター

消費生活相談
　産業振興課では、消費生活全般に関する相談・情報提
供を行っています。
　毎週火曜日 10:00 ～ 15:00 は、消費生活コンサルタ
ントが相談を受け付けます。
問合せ　役場産業振興課商工観光係 ｔ(295)2112 内線 175

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

児 図歴児体

・7月分総合公園予約日
　場総合公園
・8020よい歯のコンクール
　場鶴ヶ島市保健センター

・町立保育園園庭解放
　場町立両保育園 
　→P1２
・健康づくり教室
　場中央公民館→P16

・おおきなポッケ
　場図書館
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・7月分体育施設調整会議
　場総合公園
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・母親学級
　場保健センター

8 9 10 11 12 13 14児 図歴児体 図 図 図

・普通救命講習
　場西入間消防組合 
　→P12

・健康づくり教室
　場中央公民館→P16

・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・子育てサロン
　場東公民館
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・トレーニング機器説明会
　場総合公園
・子ども映画会
　場図書館
・プレゼント作り
　場児童館

15 16 17 18 19 20 21児 図歴児体

・健康づくり教室
　場中央公民館→P16

・幼児クラブ火曜コース
　場児童館
・はかりの定期検査
　場役場駐車場

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・菊の苗木配布
　場役場

22 23 24 25 26 27 28児 図歴児体

・健康づくり教室
　場中央公民館→P16

・おはなしポッケ
　場図書館
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・こころの健康相談
　場保健センター 
　→P12
・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・子育てサロン
　場ウィズもろやま
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・宝探し
　場児童館

29 30児 図歴児体

・休日納税相談・納入窓口
　場役場

法律相談
■弁護士（要予約）

日　時　6 月 10 日火、23 日月　13:30 ～ 16:00

■行政書士

日　時　6 月 18 日水　10:00 ～ 15:00

場　所　役場会議室

内　容　土地家屋のトラブル、交通事故、金銭貸借や補償、

　　　　相続問題など

問合せ　役場総務課自治振興係ｔ (295)2112 内線 313

人権・行政相談
日　時　6 月 12 日木　13:30 ～ 16:00

場　所　役場会議室

内　容　人権問題、行政に関する苦情など

問合せ　役場総務課自治振興係ｔ (295)2112 内線 313

※ 6 月 2 日月 13:30 ～ 16:00 に人権特設相談を行い

ます。

心配ごと相談
日　時　毎週水曜日（祝日を除く）　10:00 ～ 12:00

場　所　ウィズもろやま（福祉会館）

内　容　生活上の悩み、困りごとなど

問合せ　社会福祉協議会ｔ (295)3111

6 月の相談コーナー
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行事カレンダー6 月の
毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館　体町内体育施設（総合公園
体育館・グラウンド、大類グラウンド・ソフトボールパーク、川角公
園、西戸・川角・岩井・目白台の各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク 場＝場所



　

も
ろ
丸
く
ん
に
は
兄
弟
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す
か
？
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
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も
ろ
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Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
さ
ん
）

　

ま
ず
は
、
と
っ
て
も
嬉
し
い

ペ
ン
ネ
ー
ム
あ
り
が
と
う
!!

も
ろ
丸
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
な
ん
て
、
ぼ
く
照

れ
ち
ゃ
う
な
ぁ
～
♪

　

質
問
の
答
え
だ
け
ど
、
ぼ
く
に
は

兄
弟
や
家
族
は
い
な
い
よ
。
で
も
、

一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
る
お
友
達
が
た

く
さ
ん
い
る
か
ら
寂
し
く
な
い
ん
だ
。

休
み
の
日
に
は
、
色
ん
な
イ
ベ
ン
ト

に
遊
び
に
出
か
け
る
し
、普
段
もF

a
c
e

b
o
o
k

やT
w

itte
r

で
ぼ
く
の
こ
と

を
み
ん
な
に
お
話
し
し
た
り
、
コ
メ

ン
ト
を
も
ら
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で

い
る
よ
☆　

ぜ
ひ
見
て
ね
！

役場からのお知らせ

　『もろ丸くんといっしょ！』で紹介され

ている彼の Facebook、twitter を愛読し

ています。SNS は上手く活用出来ればと

ても便利ですよね。秘書広報課でも活用

しようと計画中です。「こんな風に使った

ら？」などご提言お待ちしています！　（Y）

編　集　後　記

人口　　35,446 人（－ 47 人）

　男　　17,665 人（－ 41 人）

　女　　17,781 人（－　6 人）

世帯　　15,731 戸（＋ 57 戸）

※平成 26 年 4 月１日現在（カッコ）

内は前月比

人の動き

ｉ

図書館
今月のオススメの一冊！

『源氏物語　紫の結び（一）～（三）』

典に慣れ親しんだ作者による、

躍動感あふれる現代語訳です。

光 源 氏、藤 壺 の 宮、

紫の上の生涯を中心

にすえ、千年前の都

に生きていた人びと

の心の動きをみずみ

ずしく描き出してい

ます」

T

いっしょ !

もろ丸くんと

ほしいもの！ あげたいもの！
●ゆずりたい物

　・ジョーバ（中古・無料）・洋服ダンス（幅 87 ㎝、奥行き 57 ㎝、
高さ 180 ㎝）（中古・無料）・木製ベビーチェア（3 歳まで）（中古・
無料）・電子ピアノ（一部不調・さび有り）（中古・無料）・日本サ
クラソウ苗（無料）・イカリソウ苗（無料）・パソコン（中古・相談） 
・プリンタ（中古・相談）・FAX 付電話（中古・相談）・猫用ゲージ（縦
60 ㎝、横 80 ㎝、奥行き 55 ㎝）（新品・相談）・猫用ゲージ（縦
54 ㎝、横 64 ㎝、奥行き 49 ㎝）（中古・無料）

●ゆずってほしい物

・HDD レコーダー（中古・相談）・ハンドミキサー（中古・相談） 
・電気ケトル（中古・相談）・プロジェクター（中古・相談）・ミシン（相談）

　紹介したい品物がありましたら、お気軽にお申し込みください。

また、交渉が成立した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月
申・問　役場産業振興課商工観光係 ｔ（295）2112 内線 175

※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。
問　老人福祉センター山根荘  ｔ（294）5545

■毎週水曜日は、税務課・住民課・

子ども課・高齢者支援課・福祉課・

水道課で午後７時まで窓口業務を

行っています。

■広報もろやまは、役場ホール、

両公民館、図書館、保健センター、

教育センター、総合公園体育館、

歴史民俗資料館、福祉会館や町内

各駅などに置いてあります。

■ウェブサイト用

　QR コード

■税金・保険料は納期限内に忘れ

ずに納めましょう。

５月の納期（6 月 2 日納期限）

軽自動車税　　　　　　　　全期

固定資産税　　　　　　　　１期

　紫式部／著　

荻原　規子／訳　理論社／出版
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21 広報もろやま　５月１日号

山根荘趣味の会等 5 月の定例行事
三味線・民謡の会   1日  8日

手 芸 の 会 14日 28日

カ ラ オ ケ
同 好 会

  9日 19日
(厚年カラオケ)２3日

吟 友 会 14日 28日

書 道 の 会 14日 28日

舞わかば会 14日 28日

FDカトレア   9日 23日

３ B 体 操 19日

押し花の会 12日

桜 扇 の 会 12日 26日

P C クラブ 13日 19日

光 華 の 会   7日 21日

5 月 の
休 館 日

3日 4日 5日 6日 10日 11日 
17日 18日 24日 25日 31日

ペ タ ン ク 26日

声を出す会   7日 21日

民踊同好会 12日 26日

俳 句 の 会
  9日 23日【季語　こどもの日、 
牡丹（ぼたん）】

囲碁・将棋の会   2日    7日  9日 14日 16日
21日 23日 28日

お 茶 の 会   2日 16日

茜会（お花）12日 26日

ダンス同好会   2日 16日

ぎんれい会 ( 大正琴 )   2日 16日

「古
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　カワセミは美しい羽と細長い口

ばしを持ち、水辺で暮らす小さな

鳥です。光の加減で様ざまな色を

見せる体は、翡
ひ す い

翠や水辺の青い宝

石などと例えられ、古くから広く

人びとに愛されてきました。

　昔は街中でも見られていたカワ

セミは、昭和 40 年代ごろに河川

の水質汚染とともに都市部からその姿を消し、消えゆく清流

の象徴となりました。

　この写真は、前久保集落センター裏で撮影したものを秘書

広報課に提供していただいたものです。毛呂山町では、大谷

木川や越辺川でカワセミに出会えることがあります。生活の

すぐ傍
かたわ

らで豊かな自然に触れ合える環境を、いつまでも大切

に受け継いでいきたいものです。
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　　大谷木　結
ゆ ら

良くん（１歳５か月）

　　　　　　子
こ あ

愛ちゃん（１歳 5 か月）

　　　　　　千
ち あ

愛ちゃん（6 か月）

　小さくても立派なお兄ちゃん、お姉ちゃ

ん。妹の子守をしっかりとしてくれます。

5 月からは保育園。毎日楽しく通ってね。

徒然歳時記
カワセミ

彩

も
ろ
や
ま
魅
力
　
　
発
見

■「わがやのアイドル」を募集中です。
申・問　役場秘書広報課広報広聴係ｔ内線 332

「
春
の
北
向
地
蔵
」　
渡
部
　
毅
さ
ん
（
目
白
台
）

わ
た
な
べ

た
け
し

　

「
北
向
地
蔵
」
は
、
権
現
堂
地
区
に
あ
り
、
そ
の
名
の
と
お
り
北
方
を
向
い
て
建
っ
て
い
ま
す
。
奥
武
蔵
自
然

歩
道
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
て
、
日
高
市
や
越
生
町
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
が
し
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら

多
く
の
ハ
イ
カ
ー
が
手
を
合
わ
せ
ま
す
。

　

新
緑
の
木
々
と
白
い
花
の
向
こ
う
側
に
の
ぞ
く
青
空
。
見
て
い
る
と
す
ぐ
に
で
も
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
た
く

な
る
よ
う
な
一
枚
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
撮
影
地　

権
現
堂
）
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